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黄
檗
禅
林
の
書
に
つ
い
て
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
初
代
隠
元

禅
師
の
来
日
時
を
始
ま
り
と
し
、
黄
檗
禅
林
の
書
が
日
本
書
道
史
上
に
及
ぼ
し
た
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
隠
元
来
日
以
前
の
部
分
に
つ
い
て
は

様
々
な
理
由
に
よ
り
な
お
空
白
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

　

彼
は
来
日
し
た
時
、
既
に
六
十
三
歳
で
あ
り
、
そ
の
書
風
は
中
国
に
お
い
て
す
で

に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
書
風
が
誰
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
一
般
書
道
史
に
は
い
く
つ
か
の
通
説
が
見
え
る
。
代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、

1
、
隠
元
に
由
来
説

①
「
開
祖
隠
元
の
渾
厚
雄
偉
の
書
風
は
そ
の
師
費
隠
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

…
…
」 

（
中
田
勇
次
郎
）

 

『
書
道
芸
術
』
別
巻
四
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
四
月
）

 

『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
二
巻
「
江
戸
時
代
の
書
道
」（
二
玄
社
）

②
「
わ
が
国
黄
檗
宗
の
初
代
隠
元
隆
琦
の
書
風
は
、
そ
の
師
費
隠
の
も
の
で
あ
り

…
…
」 

（
中
島
皓
象
）

 

『
墨
』
第
六
十
三
号
「
黄
檗
墨
跡
の
源
流
」

 

（
芸
術
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
）

2
、「
宋
四
家
」
の
蔡
襄
に
由
来
す
る
説

①
「
隠
元
の
書
は
宋
の
蔡
襄
を
学
ん
だ
と
い
う
が
、
そ
の
根
底
に
禅
者
の
気
迫
を
加

味
し
て
、
ま
こ
と
に
力
強
い
書
を
書
い
て
い
る
」 

（
小
松
茂
美
）

 

『
唐
様
書
道
』（
中
央
公
論
社
）

②
「
隠
元
の
書
は
宋
の
蔡
襄
を
学
ん
だ
と
い
う
」 

（
林　

雪
光
）

 

『
書
道
全
集
22
（
日
本
９
）』（
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
）

③
「
隠
元
は
宋
の
蔡
襄
や
董
其
昌
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
る
雄
渾
な
書
風
を
…
…
」

 

（
島
谷
弘
幸
）

 

『
唐
様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
説
は
い
ず
れ
も
漠
然
と
し
て
お
り
、
た
と
え
特
定
の

書
家
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
も
具
体
的
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
証
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
文
献
の
調
査
と
作
品
の
分
析
を
通
し
て
、
来
日
以
前
彼

が
中
国
に
い
た
時
期
の
経
歴
と
、
当
時
に
お
け
る
各
地
書
壇
の
状
況
に
着
目
し
、
彼

の
書
風
成
立
の
契
機
の
空
白
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
考
察
で
は
、
彼
の
来
日
前
の
早
期
作
品
を
中
心
に
、
筆
使
い
、
文
字
造
形
な
ど

の
特
徴
の
分
析
を
通
し
て
、
彼
の
行
草
書
の
基
盤
は
明
代
中
期
の
呉
派
書
家
文
徴
明

の
書
法
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
旧
来
の
師
承
説
へ
の
否
定
論

を
唱
え
た
い
。
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図１　「源流・付木庵」（部分　萬寿院蔵）

図２　「第一請啓復書」（部分　萬福寺蔵）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号

第
一
節
　
隠
元
行
草
書
の
基
盤
─
─
文
徴
明
書
風

一
、
作
品
概
要

　

遺
存
す
る
隠
元
の
墨
跡
の
種
類
、
数
量
は
厖
大
な
も
の
で
あ
る
。『
隠
元
全
）
1
（
集
』

彼
の
語
録
、
詩
偈
集
に
つ
い
て
の
み
調
べ
て
も
、
題
讃
約
二
百
三
十
（
他
に
自
讃

百
）、
詩
偈
約
三
千
七
百
五
十
首
（
他
に
歌
約
七
十
）
が
数
え
ら
れ
、
そ
の
大
部

分
、
題
讃
約
二
百
三
十
の
う
ち
百
八
十
、
詩
偈
約
三
千
百
五
首
の
う
ち
三
千
百
首
は

日
本
に
お
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
筆
で
書
か
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
、
黄
檗
宗
関
係
の
寺
院
を
中
心
と
し
て
、
諸
檀
越
に
分
散
し
て
い
る
。
ま
た
筆

者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
来
日
以
前
の
題
讃
、
詩
偈
七
百
点
の
う
ち
実
作

例
を
五
点
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
日
本
に
あ
る
。（
図
１
〜
５
参
照
）

　

１
、
源　

流
（
付
木
庵
）（
一
六
五
一
年
） 

（
京
都
萬
福
寺
蔵
）

　

２
、
第
一
請
啓
復
書　
　
（
一
六
五
二
年
） 
（
京
都
東
林
院
蔵
）

　

３
、
法
運
東
行
巻　
　
　
（
一
六
五
三
年
） 
（
京
都
萬
福
寺
蔵
）

　

４
、
天
童
密
師
翁
讃　
　
（
一
六
五
三
年
） 

（
常
滑
市
龍
雲
寺
）
2
（
蔵
）

　

５
、
列
祖
図
序　
　
　
　
（
一
六
五
四
年
） 

（
京
都
萬
福
寺
蔵
）

　

現
存
す
る
隠
元
来
日
前
の
墨
跡
が
極
端
に
少
な
い
理
由
は
、
ま
ず
中
国
王
朝
の
交

替
に
お
け
る
戦
禍
が
日
本
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
甚
だ
し
く
、
残
存
す
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
こ
と
。
次
に
中
国
で
は
古
来
よ
り
官
吏
・
文
人
の
書
法
が
尊
ば
れ
、
一

般
的
に
禅
僧
の
墨
跡
が
尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

隠
元
の
墨
跡
が
最
も
多
く
残
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
福
建
黄
檗
山
萬
福
寺
が
一
九
四
九

年
火
災
に
遭
い
、
寺
蔵
資
料
の
全
て
を
失
う
と
い
う
決
定
的
な
要
因
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
現
存
す
る
来
日
前
の
作
品
は
隠
元
早
期
書
風
の
探
求
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
資
料
で
あ
る
。

　

五
点
の
墨
跡
は
、
年
代
は
近
い
も
の
の
、
内
容
に
よ
っ
て
風
格
に
多
少
の
違
い
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
派
は
明
の
中
期
の
呉
派
の
書

風
に
近
く
、
字
形
と
筆
使
い
か
ら
呉
派
書
家
文
徴
明
の
書
の
特
徴
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

299



─　  （　）─3

図４　「天童密師翁讃」（部分　常滑市龍雲寺蔵）

図５　「列祖図序」（部分　萬福寺蔵）

図３　「法運東行」（部分　東林院蔵）

隠
元
書
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源
流
説
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再
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（
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）

二
、
呉
派
の
書
と
文
徴
明

　

江
蘇
省
と
浙
江
省
と
は
、
史
上
「
江
浙
」
と
呼
ば
れ
、
明
の
中
葉
か
ら
清
に
か
け

て
最
も
繁
栄
し
、
豊
か
な
経
済
基
盤
の
上
に
栄
え
し
、
文
芸
と
宗
教
が
発
達
し
た
。

書
に
お
い
て
は
当
時
の
言
葉
に
「
天
下
の
法
書
、
皆
呉
中
に
帰
す
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。
そ
の
呉
中
（
現
在
の
蘇
州
市
）
で
は
、
祝
允
明
（
一
四
六

〇
―
一
五
二
六
）・
文
徴
明
（
一
四
七
〇
―
一
五
二
八
）・
王
寵
（
一
四
九
四
―
一
五

三
三
）
ら
が
相
次
い
で
輩
出
し
、「
呉
中
の
三
大
家
」
と
称
さ
れ
た
。

　

明
の
王
世
貞
は
「
呉
中
の
三
大
家
は
、
祝
京
兆
允
明
が
最
た
り
、
文
待
詔
徴
明
と

王
貢
士
寵
は
之
に
次
ぐ
」
と
評
価
し
て
い
た
。
祝
允
明
は
草
書
で
知
ら
れ
、
晩
年
に

な
る
と
放
縦
な
狂
草
を
好
み
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
文
徴
明
は
祝
允
明
と
明
代

第
一
の
評
価
を
二
分
し
た
大
家
で
、
王
羲
之
書
風
を
継
承
し
、
詩
・
書
・
画
と
も
に

優
れ
て
い
る
。
王
寵
は
徴
明
の
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
草
書
を
得
意
と
し
、
字
裏
空
間

に
は
自
己
の
風
格
が
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
。
三
十
九
歳
で
早
世
し
た
た
め
残
る
作
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図
６　

文
徴
明
「
午
門
朝
見
帖
」　

上
、
帖
首
部
分　

下
、
部
分
（
三
径
堂
蔵
）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号

品
は
少
な
か
っ
た
。
祝
允
明
が
三
人
の
中
で
一
流
と
認
め
ら
れ
な
が
ら
、『
明
史
』

に
も
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
酒
色
を
好
ん
で
蘇
州
の
放
蕩
児
と
称
さ
れ
た
の
に
対
し
、

文
徴
明
は
温
厚
誠
実
な
人
柄
が
「
高
土
の
雅
潔
な
風
格
を
追
求
す
る
こ
と
に
重
き
を

置
き
、
あ
た
か
も
両
袖
の
清
風
、
一
塵
も
染
ま
ら
）
3
（
ず
」
と
評
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
彼

を
慕
っ
て
蘇
州
一
帯
に
は
多
く
の
文
人
が
集
ま
っ
た
。
隠
元
語
録
の
中
に
は
「
師
者

表
也
、
表
正
則
正
、
表
邪
則
邪
、
吾
人
豈
不
択
善
而
従
）
4
（
之
」
の
句
が
あ
り
、
師
を
選

択
す
る
基
準
が
伺
わ
れ
る
。
文
徴
明
の
書
を
学
ぼ
う
と
し
た
理
由
も
隠
元
が
文
徴
明

の
人
柄
と
そ
の
書
の
正
統
性
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

　

明
代
に
は
書
の
勉
強
の
手
本
は
真
蹟
を
第
一
と
し
、
模
本
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
真
蹟

や
模
本
を
木
や
石
に
刻
し
、
そ
の
墨
拓
を
鑑
賞
し
、
模
写
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
装
丁

し
た
も
の
を
法
帖
と
呼
ぶ
。

　

文
徴
明
の
書
を
最
も
早
期
に
刻
し
た
法
帖
「
停
雲
館
帖
」
は
、
明
代
法
帖
の
中
で

最
も
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
明
の
王
世
貞
「
弇え

ん
し
ゅ
う州

山
人
続
稿
・
停
雲
館
帖
十
跋
」

に
よ
っ
て
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
正
月
か
ら
同
三
十
九
年
（
一
五
六
〇
）
に
至

る
ま
で
、
二
十
四
年
を
費
や
し
て
十
二
巻
本
が
完
成
し
た
。
こ
れ
は
極
め
て
貴
重
な

鑑
賞
用
の
集
帖
で
あ
る
た
め
、
一
般
人
が
入
手
で
き
る
価
格
で
は
な
か
っ
た
。
単
帖

と
し
て
は
文
徴
明
の
曾
孫
に
あ
た
る
文
震
亨
が
「
停
雲
館
帖
」
中
の
一
部
分
と
「
草

書
千
字
文
」「
午
門
朝
見
帖
」
を
刻
し
、
萬
暦
四
十
年
に
上
梓
し
）
5
（
た
。

　

筆
者
は
隠
元
の
現
在
来
日
前
の
墨
跡
中
の
中
、
最
も
早
期
の
二
点
「
第
一
請
啓
復

書
」
と
「
法
運
東
行
」
の
書
風
と
文
徴
明
の
法
帖
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
文

氏
の
「
午
門
朝
見
）
6
（
帖
」（
図
６
参
照
）
の
特
徴
に
最
も
近
い
と
判
断
す
る
。

　
「
午
門
朝
見
帖
」
の
巻
末
に
は
、
嘉
靖
庚
子
仲
春
（
一
五
四
〇
）
と
あ
り
、
文
氏

七
十
歳
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
作
品
は
王
羲
之
の
書
風
を
中
心
に
、

趙
孟
頫
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
書
体
に
は
行
書
と
草
書
と
の
混
合
が
見
ら

れ
、
偏
旁
部
首
は
み
な
規
格
に
適
っ
て
お
り
、
転
折
の
部
分
は
円
滑
な
筆
様
を
示

す
。
行
草
書
体
の
学
習
に
は
適
切
な
手
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
両
者
の
関
連
部
分
の
分
析

　

一
般
で
は
、
二
人
書
家
の
作
品
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
判
断
方
法
は
、
用
筆
（
筆

使
い
）、
結
体
（
文
字
造
形
）、
章
法
（
文
字
布
置
、
全
体
構
成
）
の
三
視
点
か
ら
分

析
し
て
い
く
。
こ
こ
で
三
つ
の
図
表
を
通
し
て
隠
元
の
「
第
一
請
啓
復
書
」
と
、
文

徴
明
の
「
午
門
朝
見
帖
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
図
７
に
示
す
よ
う
に
隠
元
の
「
第
一
請
啓
復
書
」
中
の
筆
使
い
、
文
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図
７　
「
三
視
点
」
に
よ
る
両
者
書
法
の
比
較

筆使い

特徴：露鋒平入

隠　元

文字造形

特徴：右旋円形

隠　元

文徴明

文徴明

文字布置

特徴：単字不連

隠　元文徴明
隠
元
書
風
源
流
説
に
関
す
る
再
検
討
（
劉
）

字
造
形
、
文
字
布
置
は
文
徴
明
の
「
午
門
朝
見
帖
」
の
特
徴
と
極
め
て
近
い
関
係
に

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

書
は
文
字
を
素
材
に
し
て
創
作
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
文
字
に

対
す
る
最
初
の
筆
使
い
や
造
形
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
書
風
が
い
か
に
変
化
し

て
も
、
そ
の
基
本
造
形
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
隠
元
と
文
徴
明
両
者
の

作
品
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
特
に
文
字
造
形
の
相
似
が
見
て
取
れ
る
。（
図
８
、
９

参
照
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
隠
元
来
日
前
の
書
風
は
文
徴
明
の
書
法
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。四

、
初
学
時
期
の
推
測

　

隠
元
は
九
歳
で
初
め
て
学
に
就
く
が
、
貧
困
の
た
め
一
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
学
を
廃

し
、
耕
樵
の
業
を
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
）
7
（

た
。
彼
が
い
つ
ご
ろ
か
ら

書
の
勉
強
を
始
め
た
の
か
、
残
さ
れ
た
数
少
な
い
記
録
の
一
つ
で
あ
る
彼
の
詩
の
中

に
　
　

三
載
学
成
書　
　

書
成
楽
有
餘

　
　

縦
横
皆
中
節　
　

点
画
契
如
真

　
　

海
国
誰
為
侶　
　

文
房
獨
善
心

　
　

心
花
開
夢
筆　
　

一
気
貫
雲
衢

　
　
　
　
（『
隠
元
和
尚
雲
涛
三
集
』
示
元
春
信
士
）

の
句
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
三
年
を
費
や
し
て
書
を
習
得
し
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ

る
。

　

中
国
で
は
「
三
」
は
単
に
「
三
つ
」
と
い
う
意
味
に
限
ら
ず
、「
い
く
つ
も
の
」

の
意
を
表
わ
す
数
字
で
あ
る
。
ま
た
禅
僧
の
場
合
「
一
住
三
年
」
と
い
う
修
行
期
間

の
言
い
方
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
書
風
を
学
ぶ
に
は
最
低
で
も
三
年
位
は
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午門朝見帖 第一請啓復書　及び　法運東行

一
　
頭
大
脚
小
の
造
型
（
逆
三
角
形
）

　
　
　

点
画
間
の
余
白
が
生
き
気
宇
壮
大
。

二
　
偏
と
旁
の
間
を
広
く
す
る
造
型

　
　
　

 

ふ
と
こ
ろ
が
広
く
雄
大
で
安
定
感

が
あ
る
。

三
　
頭
小
脚
大
の
造
型

　
　
　

重
量
感
と
安
定
感
が
出
る
。

四
　 

右
旋
回
の
多
様
な
円
運
動
に
よ
る
造
型

図
８　
「
第
一
請
啓
復
書
」
の
文
字
造
形
美
の
分
析

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号
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午門朝見帖 第一請啓復書　及び　法運東行

五
　
簡
素
な
造
型

　
　
　

 
実
画
の
み
で
構
成
し
、
簡
素
美
の

極
致
を
示
す
。

六
　
連
続
し
た
線
に
よ
る
造
型

　
　
　

 

筆
勢
と
流
動
美
が
出
る
。

七
　
収
筆
内
旋
造
型

　
　
　

沈
着
痛
快
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
感
じ
。

八
　
主
画
を
強
調
伸
展
さ
せ
た
造
型

　
　
　

 

爽
快
感
と
行
の
貫
通
表
現
に
効
果
的
。

隠
元
書
風
源
流
説
に
関
す
る
再
検
討
（
劉
）
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図
９　
「
午
門
朝
見
帖
」
と
「
第
一
請
啓
復
書
」
の
同
様
字
の
比
較

隠　元 文徴明 隠　元 文徴明

愛
知
学
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学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号

293



─　  （　）─9

隠
元
書
風
源
流
説
に
関
す
る
再
検
討
（
劉
）

か
か
る
と
い
う
意
味
に
解
し
、
実
際
に
三
年
間
で
あ
っ
た
と
考
え
て
分
析
を
進
め

る
。

　

隠
元
は
萬
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
か
ら
父
を
捜
す
た
め
、
初
め
て
旅
の
途
に
つ

き
、
同
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
帰
郷
、
そ
の
間
三
年
に
わ
た
り
滞
在
し
た
の
が

江
浙
地
域
で
あ
っ
）
8
（

た
。

　

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
頃
文
徴
明
の
法
帖
「
午
門
朝
見
帖
」
な
ど
が
彼
の

曾
孫
文
震
亨
の
手
で
出
版
さ
れ
、
書
を
学
ぶ
者
の
人
気
を
集
め
た
。
同
時
期
、
蘇
州

周
辺
に
い
た
隠
元
は
呉
派
文
芸
の
薫
陶
を
受
け
、
文
徴
明
の
書
風
に
興
味
を
持
ち
、

滞
在
中
の
三
年
間
に
書
を
勉
強
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
前
出

の
詩
に
示
さ
れ
る
「
学
書
三
年
」
と
は
こ
の
時
期
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
た

い
。

　

ま
た
、
隠
元
の
呉
派
文
芸
へ
の
傾
倒
は
、
書
以
外
の
分
野
に
も
見
ら
れ
る
。
黄
檗

文
化
の
中
で
煎
茶
道
の
趣
味
は
、
早
く
か
ら
専
門
家
に
呉
派
文
人
茶
風
の
流
れ
を
汲

む
と
指
摘
さ
れ
）
9
（
た
。
隠
元
の
詩
「
雪
中
煮
茶
五
）
10
（
首
」
の
中
に
文
徴
明
の
「
茶
詩
」
を

模
倣
す
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
関
連
説
の
裏
付
け
と
な
る
。
ま
た
、
京
都
萬
福
寺
に

は
文
徴
明
の
扇
面
山
水
画
が
、
黄
檗
宗
の
祥
雲
山
慶
瑞
寺
に
は
、
隠
元
が
将
来
し
た

文
徴
明
の
絵
画
「
秋
夜
読
書
図
」
一
巻
と
文
徴
明
の
師
沈
周
・
呉
寛
の
墨
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
隠
元
が
住
ん
だ
寺
々
に
文
徴
明
の
法
帖
が
存
在
し
、
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
諸
檀
越
文
人
と
の
交
流
に
お
い

て
も
文
徴
明
の
真
蹟
に
接
す
る
機
会
は
多
く
、
隠
元
の
書
の
学
習
に
お
い
て
文
徴
明

が
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
）
11
（
る
。

　
第
二
節
　
隠
元
書
風
源
流
説
に
つ
い
て
の
検
討

一
、
費
隠
に
由
来
す
る
説

　

隠
元
の
墨
跡
に
は
草
書
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
彼
の
草
書
は
文
徴
明
の
行
草
書

を
基
礎
に
し
て
、
黄
道
周
と
張
瑞
図
の
連
綿
草
書
を
取
り
入
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

黄
、
張
の
よ
う
な
激
し
い
表
現
は
せ
ず
、
読
み
や
す
く
穏
や
か
な
筆
使
い
に
は
、
洗

練
さ
れ
た
文
人
の
気
息
が
横
溢
し
て
い
る
。
一
方
の
費
隠
も
草
書
を
得
意
す
る
が
、

隠
元
と
は
対
照
的
な
狂
草
書
風
を
持
つ
大
字
を
書
く
。
彼
の
墨
跡
を
見
る
と
腕
全
体

を
廻
し
、
筆
の
腹
が
紙
に
食
い
込
む
よ
う
な
か
す
れ
の
多
い
線
が
走
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
前
文
に
挙
げ
た
隠
元
書
風
の
「
師
承
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
説
を
も
う

一
度
検
討
し
て
み
た
い
。
小
松
茂
美
氏
は
隠
元
の
書
は
「
蔡
襄
を
学
ん
だ
と
い
う
が

…
…
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
こ
か
ら
出
た
説
で
あ
る
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
中
田
勇
次
郎
氏
の
「
費
隠
に
由
来
す
る

0

0

0

0

」、
中
島
皓
象
氏
の
「
費
隠
の
も
の

0

0

」
と

す
る
説
は
、
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
隠
元
が
費
隠
の
書
風
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

た
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
説
の
支
持
者
・
提
唱
者
は
両
氏
以
外
に
も
多
く

存
在
す
る
。

　

し
か
し
、
費
隠
の
書
の
根
本
的
特
徴
を
理
解
す
れ
ば
、
隠
元
と
の
間
に
あ
っ
た
宗

教
的
師
承
関
係
が
、
書
法
に
お
い
て
も
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

費
隠
は
明
朝
滅
亡
の
際
、
乱
入
し
た
賊
兵
に
右
腕
を
斬
ら
れ
左
手
で
書
く
よ
う
に

な
っ
た
た
）
12
（
め
（
図
10
参
照
）
起
筆
す
る
と
き
に
期
待
す
る
筆
の
動
き
と
、
実
際
の
動

き
と
の
間
に
利
き
腕
で
な
い
が
故
の
ズ
レ
が
生
じ
、
葛
藤
が
見
ら
れ
る
。
安
定
感
を

つ
け
る
た
め
起
筆
は
「
ト
ン
ー
」
と
い
う
具
合
に
強
く
唐
突
に
入
れ
、
収
筆
は

「
ス
ー
」
と
す
ば
や
く
行
う
。
隠
元
の
起
筆
は
文
徴
明
の
「
露
鋒
平
入
」
が
特
徴
で

292
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図10　 右、「費隠像」（萬福寺蔵）　
　　　左、費隠墨蹟「待月来」（萬福寺蔵）

図
11　

右
、
張
弼
「
草
書
王
維
詩
」（
部
分　

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
蔵
）

　
　
　

左
上
、
費
隠
「
開
示
卷
語
」（
部
分　

萬
福
寺
蔵
）

　
　
　

左
下
、
隠
元
「
法
運
東
行
」（
部
分　

萬
福
寺
蔵
）

愛
知
学
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大
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文
学
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図12　「宋四家字帖」（萬福寺蔵）

隠
元
書
風
源
流
説
に
関
す
る
再
検
討
（
劉
）

あ
る
。
彼
が
器
用
な
右
手
で
、
費
隠
の
左
手
で
書
い
た
字
形
を
追
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
不
自
然
さ
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
字
形
に
お
い
て
、
費
隠
の
書
は
明

の
書
家
張
）
13
（

弼
の
狂
草
書
風
に
属
し
、
著
し
く
右
上
が
り
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
隠

元
の
左
右
均
衡
を
保
つ
草
書
と
は
対
照
的
で
あ
る
。（
図
11
参
照
）
筆
者
は
両
者
の

書
が
、
筆
使
い
、
字
形
、
気
韻
な
ど
に
お
い
て
全
く
違
っ
た
風
格
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
隠
元
が
費
隠
の
書
風
を
直
接
継
承
す
る
よ
う
な
師
承
関
係
に
な
い
と
判
断

す
る
。
確
か
に
事
実
上
費
隠
は
隠
元
の
法
嗣
を
受
け
た
か
、
実
質
的
に
隠
元
が
費
隠

の
も
と
で
修
業
す
る
期
間
は
半
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
短
時
間
で
隠

元
が
書
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
下
の
略
年
表
を
参
考
す
れ
ば
隠
元
と
費
隠
が
接
触
で
き
た
時
間
が
よ
く
わ
か

る
。

二
、「
宋
四
家
」
蔡
襄
に
由
来
す
る
説

　

京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
に
は
隠
元
が
所
有
し
た
『
宋
四
家
字
帖
』
が
あ
る
、（
図
12

参
照
）
そ
れ
に
つ
い
て
、

　
　
　
「
隠
元
は
、
常
日
頃
、『
四
家
字
帖
』
を
身
辺
に
置
い
て
い
た
。
蘇
軾
の
落
花

詩
、
黄
庭
堅
の
梨
花
詩
、
蔡
襄
の
梅
花
詩
、
米
芾
の
瀟
湘
八
景
図
詩
の
萬
暦
刊

本
が
あ
る
が
、
座
右
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
」 

（
林
雪
光
）

 

（『
黄
檗
三
筆
』
黄
檗
山
萬
福
寺
・
全
日
本
煎
茶
道
連
盟
、
一
九
八
九
年
）

と
言
う
論
述
が
あ
る
。「
宋
四
家
」
と
は
、
蘇
軾
（
一
〇
三
六
│
一
一
〇
一
）、
黄
庭

堅
（
一
〇
四
五
│
一
一
〇
五
）、
米
芾
（
一
〇
五
一
│
一
一
〇
七
）、
蔡
襄
（
一
〇
一

二
│
一
〇
六
七
）
の
北
宋
書
壇
を
代
表
す
る
四
人
の
書
家
で
あ
る
。
蘇
、
黄
、
米
、

蔡
四
家
の
書
風
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
個
性
を
強
く
呈
し
て
お
り
、
四
家
と
も
に
学
ぶ
の

は
不
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
隠
元
が
「
宋
四
家
」
中
の
誰
の
書
を
学
ん
だ
か
を
推

測
す
る
な
ら
、
蘇
、
黄
、
米
三
家
と
比
較
し
て
蔡
襄
の
書
風
が
隠
元
の
書
風
に
近
い

こ
と
か
ら
、
蔡
襄
を
挙
げ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
黄
檗
宗
本
山
に
保
存

さ
れ
て
い
る
隠
元
所
有
の
こ
の
「
宋
四
家
帖
」
は
隠
元
書
風
源
流
の
問
題
に
つ
い
て

調
査
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
重
要
な
物
証
で
、
そ
の
中
の
一
人
の
書
を
学
ん
だ
こ
と

は
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
萬
福
寺
文
華
殿
主
管
の
林
雪

光
氏
の
上
記
の
よ
う
に
論
述
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
論
述
と
根
拠
に
、
小
松
茂
美

氏
、
島
谷
弘
幸
氏
ら
は
「
隠
元
の
書
は
蔡
襄
を
学
ん
だ
」
と
い
う
結
論
を
下
し
た
と

思
わ
れ
る
。
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図
13　
「
費
隠
が
隠
元
宛
て
の
書
簡
」（
部
分　
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
来
往
書
信
集
』
よ
り　

一
九
九
五
年
三
月
、
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
制
中
出
版
）

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号

　

で
は
隠
元
は
蔡
襄
の
法
帖
を
含
む
「
宋
四
家
帖
」
を
い
つ
頃
入
手
し
、
習
い
始
め

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
九
五
年
三
月
、
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
制
中
心
よ

り
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
来
往
書
信
集
』
が
出
版
さ
れ
、
本
山
萬
福
寺
に
秘
蔵
さ
れ

て
い
る
隠
元
所
収
の
書
信
一
一
七
通
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
六
五
五
年
六
月

隠
元
の
師
で
あ
る
費
隠
か
ら
隠
元
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
複
書
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　

…
…
老
僧
倉
卒
、
無
所
置
辦
以
複
吾
徒
。
唯
五
燈
一
部
、
四
家
帖
一
套
、
銀

如
意
一
握
、
名
画
一
幅
、
老
僧
全
録
一
部
、
略
伴
片
箋
之
寄
、
當
以
収
用
。

（
区
点
筆
者
注
）（
図
13
参
照
）

　

一
六
五
五
年
正
月
（
隠
元
来
日
の
翌
年
）、
隠
元
の
弟
子
古
石
が
帰
国
し
、
江
南

常
熟
（
今
の
江
蘇
省
常
熟
市
）
の
維
摩
寺
を
訪
れ
費
隠
に
面
会
し
た
。
そ
の
際
費
隠

は
複
書
と
と
も
に
数
点
の
物
を
古
石
に
託
し
て
遠
い
日
本
に
い
る
隠
元
に
送
る
こ
と

に
し
た
。
前
に
示
し
た
複
書
を
見
れ
ば
、
そ
の
中
に
『
宋
四
家
帖
』
が
入
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
隠
元
全
集
』
第
六
巻
中
の
『
隠
元
和
尚
雲
涛
二
集
』（
扶

桑
Ａ
・
Ｂ
）
に
は
、「
閲
四
家
帖　

蘇
東
坡
、
黄
山
谷
、
蔡
君
謨
、
米
元
章
」
の
詩

が
あ
り
、
時
間
的
に
は
ち
ょ
う
ど
古
石
が
日
本
に
戻
っ
て
き
た
頃
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
宋
四
家
帖
」
が
隠
元
の
手
に
渡
っ
た
の
は
一
六

五
五
年
六
月
以
後
、
隠
元
六
十
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

費
隠
は
な
ぜ
隠
元
に
「
宋
四
家
帖
」
を
送
っ
た
の
か
複
書
の
中
に
明
記
し
て
な

い
。
隠
元
来
日
前
、
六
十
三
歳
ま
で
の
書
風
は
文
徴
明
書
風
の
影
響
の
も
と
で
す
で

に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
六
十
四
歳
か
ら
蔡
襄
書
風
に
変
え
る
必
要
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
徴
明
書
法
の
文
字
造
形
は
隠
元
晩
年
の
書
風
ま
で
影
響
し
て

お
り
、
中
途
で
蔡
襄
書
風
に
変
わ
っ
た
形
跡
は
墨
蹟
の
中
に
も
見
当
ら
な
い
。
隠
元

来
日
し
て
七
年
後
の
一
六
七
一
年
、
費
隠
が
中
国
で
没
し
た
。
費
隠
か
ら
譲
り
受
け

た
「
四
家
字
帖
」
は
隠
元
に
と
っ
て
亡
師
の
形
見
の
よ
う
な
存
在
で
、
常
に
身
辺
に

置
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
東
坡
、
黄
庭
堅
、
米
芾
、
蔡
襄
の
「
宋

四
家
」
は
文
人
書
家
の
代
表
と
し
て
宋
代
以
来
各
時
代
の
文
人
、
書
家
に
と
っ
て
、

憧
れ
の
存
在
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
宋
四
家
」
書
風
の
隠
元
へ
の
影
響
を
完
全
に
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
隠
元
の
書
は
蔡
襄
を
学
ん
だ
」
と
い
う
結
論
に
は
至

ら
な
い
と
考
え
る
。

お 
わ 

り 

に

　

以
上
が
旧
来
の
隠
元
書
風
源
流
諸
説
に
対
す
る
筆
者
の
再
検
討
で
あ
る
。
書
家
の
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隠
元
書
風
源
流
説
に
関
す
る
再
検
討
（
劉
）

書
風
の
源
流
問
題
の
開
明
は
そ
の
書
家
に
関
す
る
研
究
の
第
一
歩
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
作
品
の
文
字
造
形
、
用
筆
特
徴
、
全
体
構
成
な
ど
の

分
析
を
行
い
、
そ
の
上
に
、
関
連
文
献
の
調
査
を
加
え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
、
結

論
を
下
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
今
ま
で
の
研
究
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
論
証
を
示
さ

ず
、「
師
資
相
承
」
の
観
点
か
ら
隠
元
の
書
は
そ
の
師
費
隠
の
も
の
で
あ
る
、
或
い

は
所
有
し
た
字
帖
か
ら
蔡
襄
を
学
ん
だ
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
は
少
し
不
充
分
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
） 

平
久
保
章
『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』（
以
後
『
全
集
』
と
略
す
）
開
明
書
院
、
一
九

七
九
年
十
月
。

（
2
） 

『
隠
元
禅
師
続
録
』『
全
集
』（
三
巻
一
五
五
五
頁
）「
天
童
密
師
翁
」
に
よ
れ
ば
こ
の

墨
蹟
は
常
滑
市
龍
雲
寺
蔵
と
さ
れ
、
年
譜
に
よ
れ
ば
永
暦
七
年
六
十
二
歳
の
年
に
書
か

れ
た
。
筆
者
は
こ
の
墨
蹟
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
参
考
文
献
の
書

名
の
み
を
挙
げ
、
写
真
は
掲
載
し
な
い
。

（
3
） 

陳
梗
橋
「
文
徴
明
の
書
芸
術
」『
書
法
』（
一
九
八
七
年
第
一
期
）、
上
海
書
画
出
版

社
。

（
4
） 

「
復
独
明
禅
人
」『
黄
檗
和
尚
扶
桑
語
録
』『
全
集
』（
四
巻
）、
二
〇
二
四
頁
。

（
5
） 

「
明
代
法
帖
考
証
」『
中
国
現
代
書
法
論
文
選
集
』
上
海
書
画
出
版
、
一
九
八
二
年
、

六
一
九
頁
。

（
6
） 

「
午
門
朝
見
帖
」
墨
拓
折
帖
、
横
六
九
六
㎝
、
縦
三
三
・
五
㎝
、
計
四
十
八
折
四
三

六
字
、
三
径
堂
蔵
。

（
7
） 

『
普
照
国
師
年
譜
』『
全
集
』（
付
録
巻
）、
五
〇
九
七
頁
。

（
8
） 

陳
水
源
『
隠
元
禅
師
與
萬
福
寺
』
台
湾
・
辰
星
出
版
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
三
九

四
―
三
九
六
頁
。

（
9
） 

大
槻
幹
郎
「
黄
檗
山
に
お
け
る
文
雅
と
禅
と
茶
」『
煎
茶
文
化
考
・
文
人
茶
の
系

譜
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
二
月
、
十
六
頁
。

（
10
） 

同
右
一
九
〇
頁
、
文
徴
明
の
「
茶
詩
」
部
分
は
『
文
徴
明
集
』（
上
下
）、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
11
） 

慶
瑞
寺
蔵
品
は
「
龍
渓
禅
師
三
百
年
忌
并
慶
瑞
寺
客
殿
落
成
記
念
」『
祥
雲
山
慶
瑞

寺
』
祥
雲
山
慶
瑞
寺
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
萬
福
寺
蔵
品
は
「
黄
檗
僧
帯
来
の
明
書
」

『
墨
美
』（
一
〇
五
号
）、
墨
美
社
、
一
九
七
三
年
に
よ
り
摘
録
。

（
12
） 

西
村
南
岳
「
黄
檗
高
僧
の
墨
蹟
を
探
求
し
て
」『
墨
美
』（
第
一
〇
五
号
）、
墨
美

社
、
一
九
六
一
年
三
月
、
八
頁
。

（
13
） 

張
弼
（
一
四
二
五
―
八
七
）
東
海
と
号
し
た
。
華
亭
（
上
海
市
松
江
）
の
人
、
草
書

を
得
意
と
し
、
最
も
狂
草
で
知
ら
れ
る
。
明
代
中
期
以
後
の
草
書
の
発
展
に
先
駆
的
役

割
を
果
し
た
。
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